
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　

後
遺
症
と
そ
の
診
療
の
実
際

公
益
財
団
法
人
田
附
興
風
会
医
学
研
究
所
北
野
病
院

病
院
長
補
佐　

丸　

毛　
　
　

聡　

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（C

o
ro

n
aviru

s d
isease 2

0
1
9

：

C
O

V
ID

-
1
9

）
は
、
２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
・
武
漢
で
原
因
不
明
の
肺

炎
と
し
て
報
告
さ
れ
て
以
降
、
本
邦
を
含
む
全
世
界
に
感
染
が
拡
大
し
て

い
る
。
こ
の
経
過
の
中
でC

O
V

ID
-
1
9

に
対
す
る
多
く
の
知
見
が
全
世
界

で
集
積
さ
れ
、
感
染
対
策
や
診
断
・
治
療
・
予
防
法
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
新
た
な
課
題
と
し
てC

O
V

ID
-
1
9

に
罹
患
し
た
一

部
の
患
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
罹
患
後
症
状
（
い
わ
ゆ
る
「
後
遺
症
」
）
を
認

め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、post C

O
V

ID
-19 condition(s)

、
lo

n
g
 C

O
V

ID

、p
o
st-

ac
u
te

 se
q
u
e
lae

 o
f S

A
R

S
-
C

o
V

-
2
 in

fe
c
tio

n
 

(P
A

S
C

)

、lo
n
g-

h
au

l C
O

V
ID

な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
病
態
に

つ
い
て
も
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

　

我
々
医
療
従
事
者
は
、
こ
の
未
解
明
な
「
コ
ロ
ナ
後
遺
症
」
に
つ
い
て
、

最
新
の
疫
学
情
報
に
鑑
み
な
が
ら
患
者
の
診
療
に
当
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
長
期
的
に
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
確
立

さ
れ
た
診
療
指
針
は
未
だ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
後
遺
症
」

の
診
療
に
当
た
る
大
阪
市
北
区
の
医
療
従
事
者
の
先
生
方
に
少
し
で
も
役

立
つ
よ
う
に
、
前
半
部
分
で
は
こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
て
い
る
後
遺
症
の
知

見
を
ま
と
め
、
後
半
で
は
当
院
で
の
後
遺
症
外
来
の
経
験
を
共
有
し
、
特

徴
的
な
病
態
を
呈
し
た
症
例
に
つ
き
考
察
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
概
論

１
．
定
義

　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
は
、C

O
V

ID
-
1
9

罹
患
後
、
感
染
性
は
消
失
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
他
に
明
ら
か
な
原
因
が
な
く
、
急
性
期
か
ら
持
続
す
る
症

状
や
、
あ
る
い
は
経
過
の
途
中
か
ら
新
た
に
、
ま
た
は
再
び
生
じ
て
持
続

す
る
症
状
全
般
に
よ
る
健
康
障
害
の
状
態
の
こ
と
を
指
す
。
国
際
的
な
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
あ
る
定
義
は
ま
だ
な
い
が
、
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン

タ
ー
（C

en
ters fo

r D
isease C

o
n
tro

l an
d
 P

reven
tio

n

：C
D

C

）
が
提

案
し
た
定
義
で
は
、
急
性
期C

O
V

ID
-
1
9

は
４
週
間
ま
で
、
後
遺
症
は
急

性
期
が
終
わ
っ
た
後
も
２
か
月
以
上
（
す
な
わ
ち
発
症
か
ら
３
か
月
以
上
）

続
く
と
さ
れ
て
い
る
。

２
．
症
状

　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
は
海
外
か
ら
多
く
の
大
規
模
調
査
研
究
の
結
果
が
報
告

さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
、
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
で
３
つ
の
調
査
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
な
ど
か
ら
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代
表
的
な
症
状
を
表
１
に
示
す
。

　

頻
度
に
つ
い
て
の
海
外
で
の
45
の
報
告
（
計
９
，
７
５
１
例
）
の
系
統

的
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、C

O
V

ID
-
1
9

の
診
断
／
発
症
／
入
院
後
２
カ
月
あ
る

い
は
退
院
／
回
復
後
１
カ
月
を
経
過
し
た
患
者
の
、

72.5
％
が
何
ら
か
の
症

状
を
訴
え
て
い
た
。
最
も
多
い
の
は
倦
怠
感
（
40
％
）
で
、
息
切
れ
（
36
％
）
、

嗅
覚
障
害
（
24
％
）
、
不
安
（
22
％
）
、
咳
（
17
％
）
、
味
覚
障
害
（
16
％
）
、

抑
う
つ
（
15
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
英
国
の
約
51
万
人
の
地
域
住
民
調
査

（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｔ

－

２
試
験
）
で
は
、
有
症
状
のC

O
V

ID
-
1
9

罹
患
者
約

７
万
６
，
０
０
０
人
の
う
ち
、
12
週
間
以
上
遷
延
す
る
何
ら
か
の
症
状
を

認
め
た
患
者
は

37.7
％
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
別
の
海
外
の
57
の
報
告
（
計
約

25
万
例
）
の
系
統
的
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
診
断
あ
る
い
は
退
院
後
６
カ
月
か

そ
れ
以
上
で
何
ら
か
の
症
状
を
有
す
る
の
は
、
54
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
報
告
と
し
て
はC

O
V

ID
-
1
9

と
診
断
さ
れ
入
院
歴
の
あ
る
患

者
５
２
５
例
の
追
跡
調
査
が
あ
る
。
こ
の
研
究
で
は
症
状
の
頻
度
に
つ
い

て
、
急
性
期
（
診
断
後
～
退
院
ま
で
）
、
診
断
後
３
カ
月
、
６
カ
月
で
検

討
さ
れ
て
い
る
。
男
性
３
２
３
例
（

61.5
％
）
、
女
性
１
９
９
例
（

37.9
％
）
、

性
別
不
明
３
例
で
、
男
女
比
は
国
内
の
既
報
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
本
邦

に
お
け
るC

O
V

ID
-
1
9

入
院
患
者
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結

果
は
、
疲
労
感
・
倦
怠
感
、
息
苦
し
さ
、
睡
眠
障
害
、
思
考
力
・
集
中
力

低
下
は
、
診
断
６
カ
月
後
に
罹
患
者
全
体
の
10
％
以
上
に
罹
患
後
症
状
と

し
て
認
め
た
も
の
の
、
一
方
で
多
く
の
罹
患
者
は
症
状
が
改
善
し
て
い
た
。

ま
た
罹
患
後
症
状
は
１
つ
で
も
存
在
す
る
と
健
康
に
関
連
し
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は

低
下
し
、
不
安
や
抑
う
つ
、C

O
V

ID
-
1
9

に
対
す
る
恐
怖
は
増
強
し
、
睡

眠
障
害
も
増
悪
し
た
。
ま
た
本
邦
か
ら
の
別
の
報
告
で
は
、
罹
患
後
６
か

月
後
・
12
か
月
後
に
も
少
な
く
と
も
１
つ
以
上
の
症
状
が
持
続
し
た
の
は
、

度頻状症
% 46-13感怠倦
% 11-0熱発
% 92-41毛脱
% 93-0痛頭

集中力・記憶力の低下（ブレインフォグ） 18-57 %
% 44-11害障眠睡
% 22-1害障覚味
% 42-3害障覚嗅
% 93-6さし苦息
% 52-6痰喀・嗽咳
% 61-6痛胸
% 91-1痛節関
% 52-2下低力筋
% 04-5）MEP（感怠倦後動運

表１． コロナ後遺症の代表的症状とその頻度
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そ
れ
ぞ
れ

26.3
％
・
8.8
％
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
咳
嗽
、
味
覚
障
害
、
嗅
覚

障
害
な
ど
急
性
期
か
ら
持
続
す
る
症
状
は
徐
々
に
軽
快
す
る
が
、
集
中
力

低
下
、
記
憶
障
害
、
抑
う
つ
な
ど
の
急
性
期
に
は
認
め
な
か
っ
た
症
状
は

遷
延
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
世
代
別
の
検
討
で
は
、
40
歳
以
下
、
41
～
64
歳
、
65
歳
以
上
の

各
世
代
で
、
罹
患
後
症
状
に
大
き
な
差
は
認
め
な
か
っ
た
が
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
は
、
嗅
覚
・
味
覚
障
害
の
頻
度
が
低
か
っ
た
。
ま
た
、
筋
力

低
下
や
息
苦
し
さ
は
、
肺
炎
を
合
併
し
た
、
よ
り
重
症
の
罹
患
者
で
認
め

る
傾
向
の
た
め
、
よ
り
重
症
患
者
の
割
合
が
高
い
41
～
64
歳
、
お
よ
び
65

歳
以
上
で
多
く
認
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

海
外
で
は
、
高
齢
、
肥
満
、
女
性
で
罹
患
後
症
状
が
み
ら
れ
や
す
い
と

い
う
報
告
が
あ
る
。
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
後
に
新
た
に
罹
患
し

た
場
合
、
28
日
以
上
遷
延
す
る
症
状
の
発
現
が
約
半
数
へ
と
減
少
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
症
状
は
、
非
常
に
長
期
に
複
数
の

症
状
が
持
続
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
無
症
候
の

C
O

V
ID

-
1
9

で
も
後
遺
症
症
状
を
来
す
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

コ
ロ
ナ
後
遺
症
が
永
続
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

３
．
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
病
態
機
序
は
不
明
な
点
が
多
い
。
諸
説
あ
る
が
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
組
織
（
特
に
肺
）
へ
の
直
接
的
な
障
害
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
後
の
免
疫
調
節
不
全
に
よ
る
炎
症
の
進
行
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
血
液

凝
固
能
亢
進
と
血
栓
症
に
よ
る
血
管
損
傷
・
虚
血
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ

る
レ
ニ
ン
・
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
の
調
節
不
全
、
重
症
者
の
集
中
治
療

後
症
候
群
（p

o
s
t
 
i
n
t
e
n
s
i
v
e
 
c
a
r
e
 
s
y
n
d
r
o
m
e

：P
I
C
S

）
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

４
．
治
療

　

現
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
確
立
さ
れ
た
治
療
法
は
な
い
。

５
．
課
題

　

罹
患
後
症
状
の
報
告
は
世
界
的
に
も
増
え
て
い
る
が
、
注
意
す
べ
き
点

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
報
告
は
、
罹
患
者
の
み
を
対
象
と
し
た
観
察
研
究

が
中
心
で
あ
り
、
非
罹
患
者
を
対
照
群
と
し
た
疫
学
研
究
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
各
症
状
とC

O
V

ID
-
1
9

と
の
関
係
を
結
論
づ
け
る
こ
と
は

難
し
い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
い
て
は
、
対
照
群
と
な
る
非
罹
患
者
も

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
各
種
の
症
状
を
き
た
し
や
す
い
状
況
と
も
い
え

る
。
ま
た
、
確
定
診
断
の
有
無
、
感
染
者
の
年
齢
・
重
症
度
、
専
門
外
来

受
診
患
者
・
自
宅
／
宿
泊
施
設
療
養
患
者
・
入
院
患
者
等
の
研
究
対
象
集

団
の
設
定
の
違
い
に
よ
り
大
き
く
調
査
結
果
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
、
感

染
株
の
違
い
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
罹
患
後
症
状
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
大
半
は
改
善
す
る
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と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
部
残
存
し
た
罹
患
後
症
状
が
さ
ら
に
長
期
の
経
過

観
察
で
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
診
療
の
実
際

１
．
コ
ロ
ナ
後
遺
症
外
来
の
開
設

　

概
論
で
述
べ
た
よ
う
に
コ
ロ
ナ
後
遺
症
は
、
そ
の
罹
患
率
の
高
さ
と
罹

病
期
間
の
長
さ
か
ら
、
急
性
期
の
感
染
拡
大
に
伴
い
患
者
数
の
急
速
な
増

加
が
予
測
さ
れ
た
。
一
方
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
（
専
門
）
医
療
機
関
は

限
定
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
問
題
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
院
で
は
２
０
２
１
年
６
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
後
遺
症
専
門
外
来
を
開
設
し
た
。
以
下
、
当
院
で
の

専
門
外
来
で
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
疫
学
デ
ー
タ
お
よ
び
コ
ロ
ナ
後
遺
症

の
実
際
の
診
療
の
手
順
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

２
．
当
院
コ
ロ
ナ
後
遺
症
外
来
で
の
疫
学
デ
ー
タ

　

２
０
２
１
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
に
当
院
後
遺
症
外
来
を
受
診
さ
れ
た

72
症
例
を
解
析
し
た
。
初
診
時
の
患
者
背
景
は
、
女
性
45
例
（

62.5
％
）
、

年
齢
中
央
値
45
歳
、
急
性
期C

O
V

ID
-
1
9

入
院
歴
18
例
（
25
％
）
、
発
症

か
ら
受
診
ま
で
は
中
央
値
１
４
０
日
で
あ
っ
た
。
頻
度
が
高
く
、
程
度
の

強
い
自
覚
症
状
は
、
倦
怠
感
、
思
考
力
・
集
中
力
の
低
下
、
運
動
後
倦
怠

感
（p
o
st exertio

n
al m

alaise

：PE
M

）
、
不
眠
、
頭
痛
、
息
苦
し
さ
で
あ
っ

た
（
図
１
）
。
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、
思
考
力
・
集
中
力
の
低
下
と

Ｐ
Ｅ
Ｍ
で
あ
る
。
思
考
力
・
集
中
力
の
低
下
で
は
、
患
者
が
「
脳
に
霧
が

は
っ
た
よ
う
な
感
じ
」
と
表
現
す
る
た
め
「
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
」
と
呼
ば

れ
、
長
時
間
や
深
い
思
考
が
困
難
に
な
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｍ
は
、
「
身
体
的
ま
た

は
精
神
的
労
作
の
５
～
72
時
間
後
に
強
い
倦
怠
感
ま
た
は
痛
み
な
ど
の
症

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0
（n=72）

注）数字は患者が各症状を0,1,2,3,4,5のレベルで評価したものの平均値を示す

図１． 当院外来での症状頻度 ・ 強度

― 18 ―― 19 ―



状
が
出
現
す
る
」
状
態
を
指
し
、
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性
疲
労
症
候
群

（
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
の
特
徴
的
な
症
状
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る
。
ま
た
、

罹
患
前
に
本
業
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
37
人
の
う
ち
65
％
で
何
ら
か
の

復
職
制
限
を
認
め
た
。
ま
た
72
例
の
う
ち
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
外
来
を
契
機

に
他
の
器
質
的
疾
患
の
診
断
に
至
っ
た
症
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
：
亜

鉛
欠
乏
症
・
潜
在
性
亜
鉛
欠
乏
45
例
（

62.5
％
）
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
12
例

（
16.7
％
）
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
３
例
（
4.2
％
）
、
副
腎
不
全
３
例
（
4.2
％
）
、

特
発
性
関
節
炎
３
例
（
4.2
％
）
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
１
例
（
1.4
％
）
。

な
お
、
当
院
の
症
例
で
は
十
分
な
症
状
持
続
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め

初
診
時
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
を
満
た
さ
な
か
っ
た
が
、
今
後
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
を

満
た
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
は
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
当
院
外
来
で
は
、
既
報
通
り
女
性
が
多
く
、
複
数
の
症

状
を
長
期
に
わ
た
り
持
続
す
る
患
者
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

急
性
期
に
入
院
加
療
を
要
し
な
か
っ
た
非
高
齢
者
（
30
～
50
歳
代
）
の
軽

症
者
が
中
心
で
あ
る
が
、
後
遺
症
に
関
し
て
は
復
職
困
難
を
来
す
重
症
で

あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
亜
鉛
欠
乏
や
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
を
は

じ
め
、
多
彩
な
器
質
的
疾
患
の
合
併
・
併
存
例
が
多
数
見
ら
れ
た
こ
と
も

特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。

３
．
当
院
コ
ロ
ナ
後
遺
症
外
来
の
診
療
手
順

　

当
院
で
の
コ
ロ
ナ
後
遺
症
外
来
の
治
療
目
標
は
、
３
つ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
①
他
疾
患
・
合
併
症
・
併
存
症
の
評
価
と
介
入
、
②
症
状
緩
和
、

③
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
へ
の
移
行
予
防
で
あ
る
（
図
２
）
。

　

概
論
で
も
述
べ
た
が
、
コ
ロ
ナ
後

遺
症
自
体
の
病
態
は
未
解
明
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
特
異
的
治
療
法
は
確

立
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
現
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
後
遺
症

診
療
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
他
の

治

療

可

能

な

病

態
（T

reatab
le 

T
raits

）
が
見
逃
さ
れ
て
い
な
い
か

を
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え

る
。
上
記
当
院
デ
ー
タ
に
示
す
よ
う

に
コ
ロ
ナ
後
遺
症
外
来
に
は
様
々
な

疾
患
が
合
併
・
併
存
す
る
。
こ
れ
ら

が
コ
ロ
ナ
後
遺
症
と
共
通
の
病
態
を

有
す
る
「
合
併
症
」
で
あ
る
の
か
、

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
病
態
と
は
直
接
因

果
関
係
の
な
い
「
併
存
症
」
で
あ
る

の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
患
者
は
「
コ
ロ
ナ
後
遺
症
」
と
し
て
ま
と

め
て
受
診
す
る
の
で
、
純
粋
な
コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
合
併
・
併
存
す
る

T
reatab

le T
raits

を
評
価
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
介
入
を
行
う
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

１．他疾患・合併症・併存症の評価と介入

２．症状緩和

３．ME/CFSへの移行予防

図２． コロナ後遺症外来の治療目標
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当
院
に
お
け
る
外
来
診
療
の
手
順
に
関
し
て
図
３
に
ま
と
め
る
。
「
症

状
把
握
」
・
「
鑑
別
診
断
」
・
「
合
併
症
評
価
」
に
よ
り
コ
ロ
ナ
後
遺
症
以
外

の
病
態
（
上
記
のT

reatab
le T

raits

）
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い

な
が
ら
、
純
粋
な
コ
ロ
ナ
後
遺
症
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
病
態
に
対
し
て

は
対
症
療
法
を
行
う
。
つ
ま
り
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
診
療
で
は
、
一
般
的
な

総
合
内
科
的
診
療
を
基
本
と
し
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン

を
認
識
し
対
処
す
る
。
以
下
に
具
体
的
な
手
順
に
関
し
て
説
明
す
る
。

　

最
初
の
「
症
状
把
握
」
で
は
、
図
４
に
示
す
半
定
量
的
な
定
型
問
診
表

症状把握
• 定型問診表を用い幅広く症状を把握
• COVID-19罹患前にも同様の症状がなかったか

鑑別診断
• 他疾患由来の症状を除外（Treatable Traitsの検索①）
• 副腎不全、甲状腺疾患など

合併症
• 症状を悪化・遷延させる合併症の評価（Treatable Traitsの検索②）
• 睡眠呼吸障害、精神疾患、更年期障害、自己免疫疾患

対症療法

• 生活療法
• 補充療法（亜鉛、ビタミン、分岐鎖アミノ酸などなど）
• 漢方薬

図３． コロナ後遺症外来診療の流れ

2. 検査
① 血液検査

血算
炎症所見（CRP・赤沈）
腎機能・肝機能・BNP
ミネラル（Zn・Mg）
ビタミン
甲状腺機能
副腎機能
SARS-CoV-2 IgG抗体
自己抗体・リウマトイド因子

② 画像検査
胸部CT
頭部MRI

③ 生理検査
心電図
肺機能
呼気NO
ポリソムノグラフィ

1. 問診
定型問診で網羅的に症状を半定量評価

図４． コロナ後遺症外来での問診 ・ 検査
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を
用
い
、
全
身
の
症
状
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
コ
ロ
ナ
後
遺
症
患

者
で
は
、
倦
怠
感
、
思
考
力
・
集
中
力
の
低
下
、
Ｐ
Ｅ
Ｍ
、
不
眠
、
息
苦

し
さ
な
ど
か
ら
複
数
の
症
状
を
呈
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら

が
複
数
あ
れ
ば
コ
ロ
ナ
後
遺
症
が
現
在
の
症
状
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
原
因
が
コ
ロ
ナ
後
遺
症
以
外
に
も
な
い
か
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
患
者
の
主
訴
で
あ
っ
て
もC

O
V

ID
-
1
9

罹
患
前
か
ら
不
変
で
あ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
可
能
性
は
低
い
た
め
、

症
状
発
現
の
期
日
も
重
要
で
あ
る
。

　

次
に
前
述
のT

reatab
le T

raits
を
意
識
し
な
が
ら
「
鑑
別
診
断
」
や
「
合

併
症
評
価
」
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
図
４
の
項
目
か
ら
必
要
な
検
査
を

行
い
、
症
状
が
他
疾
患
由
来
で
な
い
こ
と
を
除
外
し
た
り
、
コ
ロ
ナ
後
遺

症
で
は
あ
る
が
合
併
病
態
に
よ
り
そ
の
症
状
が
悪
化
・
遷
延
し
た
り
し
て

い
な
い
か
を
検
索
す
る
。
他
疾
患
と
し
て
具
体
的
に
は
、
副
腎
不
全
や
甲

状
腺
疾
患
の
除
外
を
行
う
。
当
院
で
診
断
さ
れ
た
３
例
の
副
腎
不
全
の
症

例
は
、
２
例
は
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
に
て
、
１
例
は
原
因
薬
剤
の
中
止
に

よ
り
改
善
し
て
い
る
。
合
併
・
併
存
病
態
と
し
て
は
、
睡
眠
呼
吸
障
害
、

不
安
・
う
つ
、
自
己
免
疫
疾
患
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
コ
ロ
ナ

後
遺
症
の
症
状
遷
延
・
悪
化
に
寄
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
個
別
に

対
応
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
必
要
に
応
じ
精
神
科
専
門
医
・
リ
ウ
マ

チ
専
門
医
と
の
併
診
を
行
う
。
当
院
で
は
精
神
科
専
門
医
と
週
１
回
の
症

例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
漫
然
と
し
た
薬
物
療
法
が
続
け
ら
れ
な
い

よ
う
に
留
意
し
て
い
る
。

　

鑑
別
疾
患
や
合
併
症
や
併
存
症
な
ど
のT

reatab
le T

raits

が
ア
セ
ス

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
て
も
症
状
が
残
存
し
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
よ
る

と
診
断
さ
れ
た
ら
、
特
異
的
治
療
法
は
な
い
た
め
対
症
療
法
を
行
う
。
と

り
わ
け
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
へ
の
移
行
を
防
ぐ
観
点
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

重
要
で
あ
る
。
既
に
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
に
至
っ
て
い
る
症
例
で
は
、
非
常
に

専
門
性
が
高
い
た
め
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
専
門
医
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

し
、
そ
の
対
処
法
に
つ
き
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
対
症
療
法
全
般
に

関
し
て
は
、
十
分
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
領
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
治
療

に
あ
た
っ
て
はS

h
ared

 D
ecisio

n
 M

akin
g

（
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）
を
意
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
な
治
療
に
関
し
て
は
、
次
の
項
目
を
参
照
頂

き
た
い
。

４
．
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
対
症
療
法
候
補

　

以
下
に
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
対
症
療
法
候
補
を
挙
げ
る
。
い
ず
れ
も
エ
ビ

デ
ン
ス
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
「
候
補
」
と
の
表
現
に
し
た
。
、
そ
の

実
施
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｍ
を
意
識
し
、
十
分
な
医
師
・
患
者
関
係
の
も
と

な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

①
生
活
療
法
（
運
動
療
法
・
ペ
ー
シ
ン
グ
）

　

多
く
の
疾
患
に
お
い
て
運
動
療
法
は
副
作
用
が
な
く
、
安
心
し
て
勧
め

ら
れ
る
生
活
療
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
包
括
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

コ
ロ
ナ
後
遺
症
患
者
に
積
極
的
に
勧
め
る
べ
き
と
す
る
論
文
が
散
見
さ
れ

る
。
実
際
に
有
効
な
患
者
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
へ
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の
移
行
率
が
高
い
コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
お
い
て
は
十
分
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
患
者
で
は
、
限
界
を
超
え
る
負
荷
の
運
動
療
法
に
よ

り
容
易
に
寝
た
き
り
状
態
に
移
行
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

限
界
が
医
療
者
か
ら
は
予
測
が
非
常
に
難
し
い
ほ
ど
低
い
レ
ベ
ル
の
負
荷

で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
に
対
し
て
は
英
国
国
立

医

療

技

術

評

価

機

構
（N

atio
n
al In

stitu
te fo

r H
ealth

 an
d
 C

are 

E
xcellen

ce

：N
IC

E

）
で
も
段
階
的
運
動
療
法
は
推
奨
か
ら
外
さ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
後
遺
症
患
者
で
も
入
浴
や
散
歩
と
い
っ
た
労
作
に
よ
り
寝
た

き
り
に
な
る
こ
と
も
筆
者
は
経
験
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
コ
ロ
ナ
後
遺
症

患
者
に
対
す
る
運
動
療
法
は
有
望
な
治
療
法
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
に
関

し
て
は
今
後
の
十
分
な
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

　

運
動
療
法
よ
り
も
患
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
非
専
門
医
で
も
導

入
し
や
す
く
安
全
な
の
が
、
「
ペ
ー
シ
ン
グ
」
で
あ
る
。
ペ
ー
シ
ン
グ
は
、

ヒ
ラ
ハ
タ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
平
畑
光
一
先
生
が
重
要
性
を
提
唱
し
て
い
る
生

活
療
法
で
、
患
者
が
自
ら
の
状
態
を
よ
く
観
察
し
な
が
ら
負
荷
を
調
整
す

る
方
法
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
だ
る
く
な
る
よ
う
な
無
理
を
絶
対
に

し
な
い
」
や
「
調
子
が
良
く
て
も
一
気
に
仕
事
量
を
増
や
さ
な
い
」
と
い
っ

た
指
導
を
し
、
倦
怠
感
が
リ
バ
ウ
ン
ド
で
返
っ
て
く
る
予
兆
が
あ
れ
ば
す

ぐ
さ
ま
し
っ
か
り
と
休
息
を
と
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
十
分
な
エ
ビ
デ
ン

ス
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ペ
ー
シ
ン
グ
を
し
な
い
こ
と
で
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ

Ｆ
Ｓ
へ
の
移
行
を
決
定
づ
け
た
経
験
は
筆
者
も
複
数
あ
り
、
ペ
ー
シ
ン
グ

の
重
要
性
は
痛
感
し
て
い
る
。

②
補
充
療
法
（
亜
鉛
・
ビ
タ
ミ
ン
・
分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
）

　

海
外
に
お
け
る
複
数
の
専
門
家
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

に
お
い
て
補
充
療
法
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
亜
鉛
・
ビ
タ

ミ
ン
類
・
分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
の
補
充
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
特
に

有
望
な
も
の
は
亜
鉛
と
考
え
る
。
亜
鉛
は
、
３
０
０
種
類
以
上
の
酵
素
の

活
性
化
に
必
要
な
必
須
微
量
元
素
で
あ
り
、
細
胞
分
裂
や
核
酸
代
謝
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
欠
乏
に
よ
り
、
皮
膚
炎
・
脱
毛
・
味

覚
障
害
・
食
欲
低
下
・
易
感
染
性
を
来
す
。C

O
V

ID
-
1
9

に
お
い
て
は
、

そ
の
急
性
期
に
お
い
て
も
低
下
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
慢
性

期
に
も
そ
の
低
下
が
続
い
て
い
る
。
当
院
で
も
亜
鉛
補
充
に
よ
り
症
状
の

改
善
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
症
例
を
多
く
経
験
し
て
い
る
。
亜
鉛
欠
乏
は
コ

ロ
ナ
後
遺
症
の
症
状
の
中
で
も
と
り
わ
け
倦
怠
感
・
味
覚
障
害
・
嗅
覚
障

害
と
の
関
連
が
強
い
印
象
で
あ
る
。

③
漢
方
薬

　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
諸
症
状
に
対
し
て
、
証
（
患
者
の
性
質
や
状
態
）
を

も
と
に
処
方
す
る
こ
と
が
可
能
な
漢
方
薬
は
、
非
常
に
有
用
な
治
療
法
と

な
り
え
る
。
実
際
、
補
中
益
気
湯
・
十
全
大
補
湯
・
人
参
養
栄
湯
・
当
帰

芍
薬
散
な
ど
は
倦
怠
感
が
主
訴
と
な
る
こ
と
が
多
い
コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
お

い
て
、
効
果
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
散
見
さ
れ
る
。

④
上
咽
頭
擦
過
療
法

　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
で
は
、
慢
性
上
咽
頭
炎
が
か
な
り
高
頻
度
に
み
ら
れ
る

た
め
、
同
部
に
対
す
る
局
所
療
法
で
あ
る
上
咽
頭
擦
過
療
法
（ep

i-
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p
h
aryn

geal ab
rasive th

erap
y

：EA
T

）
が
有
効
で
あ
る
と
の
報
告
が
み

ら
れ
る
。
Ｅ
Ａ
Ｔ
は
本
邦
に
て
開
発
さ
れ
た
治
療
法
で
、
「
Ｂ
ス
ポ
ッ
ト

療
法
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
基
礎
研
究
に
お
い
て
も
Ｅ
Ａ
Ｔ
は

S
A
R
S
-
C
o
V
-
2

の
細
胞
へ
の
侵
入
の
契
機
と
な
るan

gio
ten

sin
-
co

n
vertin

g 

en
zym

e 2

（
Ａ
Ｃ
Ｅ

－

２
）
の
発
現
を
抑
制
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
臨
床
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
期
待
し
た
い
。

⑤S
A

R
S
-
C

o
V

-
2

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
予
防
と
し
て
前
向
き
観
察
研
究
で
は
あ
る
が
証
明
さ

れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
後
遺
症
発
症
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
レ
ベ
ル
で
約
60
％
が
改
善
し
た
と
の
報
告
が
あ
る
が
、
同

時
に
悪
化
例
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
患
者
に
有
効
な
の
か
、
予
測
因
子
と

な
る
免
疫
学
的
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
も
含
め
今
後
更
な
る
解
明
が
必
要
で
あ

る
。

症
例
か
ら
考
察
す
る
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
病
態

【
症
例
１
】

　

31
歳
女
性
。
２
０
２
１
年
４
月C

O
V

ID
-
1
9

感
染
し
、
自
宅
療
養
・
無

治
療
で
隔
離
解
除
と
な
っ
た
。
２
０
２
１
年
８
月
嗅
覚
障
害
が
持
続
し
受

診
し
た
（
職
業
の
料
理
人
業
務
が
継
続
困
難
）
。
嗅
覚
障
害
は
、
特
定
の

臭
い
が
臭
わ
な
か
っ
た
り
、
実
在
し
な
い
も
の
の
臭
い
が
し
た
り
し
た
。

血
液
検
査
で
低
亜
鉛
血
症
（
亜
鉛
48 

µg
／
dL[

正
常
値
：
80
～
１
３
０ 

µg

／
dL
）
判
明
し
、 

亜
鉛
補
充
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
著
明
に
改
善
し
た
。

【
症
例
２
】

　

40
歳
男
性
。
２
０
２
１
年
８
月C

O
V

ID
-
1
9

感
染
し
、
入
院
に
て
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
・
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与
を
受
け
、
発
症
か
ら
14
日
間
経
過
後
に
自

宅
退
院
と
な
っ
た
。
発
症
時
か
ら
認
め
て
い
た
嗅
覚
・
味
覚
障
害
は
退
院

後
徐
々
に
改
善
し
て
い
た
が
、
２
０
２
１
年
10
月
ワ
ク
チ
ン
１
回
接
種
後

か
ら
発
症
時
レ
ベ
ル
に
ま
で
悪
化
し
、
２
０
２
１
年
11
月
当
院
紹
介
と

な
っ
た
。
来
院
時
、
亜
鉛
欠
乏
認
め
、
亜
鉛
補
充
及
び
点
鼻
ス
テ
ロ
イ
ド
・

当
帰
芍
薬
散
に
て
軽
快
し
た
。

【
考
察
１
・
２
】

K
e
y W

o
rd

：
女
性
、
亜
鉛
欠
乏
、
嗅
覚
障
害
（
異
嗅
症
）
、
ワ
ク
チ
ン

　

症
例
１
は
特
徴
的
な
嗅
覚
障
害
を
呈
し
た
女
性
の
症
例
で
、
こ
の
よ
う

な
嗅
覚
障
害
を
異
嗅
症
と
呼
ぶ
。
女
性
は
そ
も
そ
もC

O
V

ID
-
1
9

の
感
染

の
リ
ス
ク
だ
が
重
症
化
は
少
な
い
（S

en
sitive to

 in
fectio

n
, b

u
t stro

n
g 

in
 d

efen
se

）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て

17
β

－

エ
ス
ト
ラ
ジ
オ
ー
ル
は
Ａ
Ｃ
Ｅ

－

２
を
活
性
化
す
る
が
Ｔ
Ｎ
Ｆ

－

α
や
Ｉ
Ｌ

－

６
を
阻
害
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
本
邦
か
ら
の
報

告
で
も
女
性
は
後
遺
症
の
リ
ス
ク
因
子
で
あ
る
。
当
院
で
は
更
年
期
障
害

な
ど
何
ら
か
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
を
持
つ
患
者
が
多
く
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
操
作
が
症
状
に
及
ぼ
す
影
響
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
症

例
１
の
異
嗅
症
は
、
亜
鉛
補
充
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
て
速
や
か
に
改
善
し
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た
。
前
述
の
よ
う
に
亜
鉛
欠
乏
は
コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
効
率
に
合
併
す
る
病

態
で
あ
る
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不
明
で
あ
る
が
、
治
療
薬
候
補
と
し
て

の
期
待
は
大
き
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
後
遺
症
に
関
し
て
は
、
罹
患
前
接

種
が
後
遺
症
を
軽
減
す
る
可
能
性
な
ど
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
既
に
後
遺

症
を
患
っ
た
患
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
約

60
％
近
く
が
改
善
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
る
が
、
同
時
に
約
20
％
で
悪

化
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
症
例
２
に
お
い
て
は
ワ
ク
チ
ン
投
与

で
明
ら
か
に
悪
化
し
た
。
な
お
、
こ
の
症
例
で
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
異
嗅

症
再
燃
が
生
じ
た
が
、
嗅
覚
障
害
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
推
奨
さ
れ
る

治
療
で
あ
る
亜
鉛
補
充
・
点
鼻
ス
テ
ロ
イ
ド
・
当
帰
芍
薬
散
で
改
善
し
た
。

【
症
例
３
】

　

83
歳
女
性
。
２
０
２
１
年
４
月C

O
V

ID
-
1
9

感
染
し
入
院
に
て
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
・
ス
テ
ロ
イ
ド
の
投
与
を
受
け
、
５
月
リ
ハ
ビ
リ
病
院
転
院
し
、

７
月
自
宅
退
院
と
な
っ
た
。
退
院
後
も
咳
嗽
、
呼
吸
困
難
、
倦
怠
感
続
き
、

２
０
２
１
年
９
月
当
院
紹
介
と
な
っ
た
。
胸
部
Ｃ
Ｔ
で
は
、C

O
V

ID
-
1
9

発
症
前
に
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
両
側
肺
野
の
外
套
野
の
網
状
影
・
す

り
ガ
ラ
ス
陰
影
・
多
発
小
嚢
胞
を
認
め
た
。
気
管
支
鏡
検
査
で
、
リ
ン
パ

球
優
位
の
細
胞
数
増
加
を
認
め
、
経
気
管
支
的
肺
生
検
で
は
気
道
壁
内
及

び
肺
胞
隔
壁
に
Ｃ
Ｄ
４
陽
性
細
胞
優
位
の
リ
ン
パ
球
浸
潤
を
認
め
た
。
血

液
検
査
で
、
抗
γ
グ
ロ
ブ
リ
ン
血
症
、
抗
Ｓ
Ｓ

－

Ａ
抗
体
陽
性
、
涙
液
・

唾
液
分
泌
の
低
下
を
認
め
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
に
伴
う
間
質
性
肺
炎

の
診
断
と
な
っ
た
。
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
0.5 

mg
／
kg
／
日
で
治
療
開
始
し
、

自
覚
症
状
・
胸
部
画
像
所
見
の
改
善
を
認
め
た
。

【
考
察
３
】

K
e
y W

o
rd

：
自
己
免
疫
疾
患

　

症
例
３
で
はC

O
V

ID
-
1
9

発
症
を
契
機
に
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
に
よ

る
間
質
性
肺
炎
を
発
症
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。S

A
R
S
-
C

o
V

-
2

は
多
種
の

自
己
抗
体
産
生
が
示
さ
れ
て
お
り
、C

O
V

ID
-
1
9

感
染
後
の
自
己
免
疫
疾

患
発
症
の
症
例
報
告
は
多
数
あ
る
。
十
分
な
疫
学
情
報
は
ま
だ
な
い
が
、

C
O

V
ID

-
1
9

後
の
自
己
免
疫
疾
患
発
症
に
つ
き
注
意
す
る
必
要
性
が
あ

る
。

【
症
例
４
】

　

40
歳
男
性
。
２
０
２
１
年
４
月C

O
V

ID
-
1
9

感
染
し
、
入
院
加
療
で
ス

テ
ロ
イ
ド
投
与
さ
れ
自
宅
退
院
と
な
っ
た
。
退
院
後
も
強
い
倦
怠
感
・
ブ

レ
イ
ン
フ
ォ
グ
・
Ｐ
Ｅ
Ｍ
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
が

続
き
、
２
０
２
１
年
９
月
当
院
紹
介
と
な
っ
た
。
肥
満
・
い
び
き
あ
り
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
疑
わ
れ
、
ポ
リ
ソ
ム
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
無
呼
吸

低
呼
吸
指
数

95.4
・
最
低
Ｓ
ｐ
Ｏ
２
57
％
の
重
症
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）
の
診
断
と
な
っ
た
。
持
続
性
陽
圧
換
気
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）

療
法
導
入
に
て
、
質
の
良
い
睡
眠
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
後
倦
怠
感
も
徐
々

に
改
善
し
た
。

― 24 ―― 25 ―



【
考
察
４
】

K
e
y W

o
rd

：
睡
眠
呼
吸
障
害

　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
症
状
遷
延
に
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
寄
与
し
た
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
症
例
。
２
０
０
２
～
２
０
０
３
年
の
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
に
お
い
て
も
感
染
後
の
睡
眠
呼
吸
障
害
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。S

A
R
S
-
C

o
V

-
2

に
よ
るC

O
V

ID
-
1
9

に
お
い
て
も
睡
眠
呼

吸
障
害
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
睡
眠
呼
吸
障
害
は

倦
怠
感
な
ど
後
遺
症
の
諸
症
状
の
遷
延
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
り
積
極

的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
治
療
が
必
要
で
あ
る
。

【
症
例
５
】

　

52
歳
女
性
。
２
０
２
１
年
４
月C

O
V

ID
-
1
9

感
染
し
自
宅
待
機
と
な
っ

た
。
発
症
８
日
目
に
重
症
化
、
入
院
し
、
気
管
内
挿
管
・
人
工
呼
吸
器
管

理
と
な
っ
た
。
発
症
18
日
で
離
脱
し
、
５
月
リ
ハ
ビ
リ
転
院
と
な
っ
た
。

２
０
２
１
年
７
月
、
倦
怠
感
・
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
・
Ｐ
Ｅ
Ｍ
が
あ
り
、
当

院
紹
介
と
な
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
改
善
な
し
。
２
０
２
１
年
11
月

疲
労
専
門
外
来
受
診
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
の
診
断
で
現
在
も
症
状
持
続
し
て

い
る
。

【
症
例
６
】

　

36
歳
男
性
。
２
０
２
１
年
４
月C

O
V

ID
-
1
9

感
染
し
、
自
宅
療
養
・
無

治
療
で
隔
離
解
除
と
な
っ
た
。
隔
離
解
除
後
も
倦
怠
感
・
息
苦
し
さ
・
頭

痛
・
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
・
Ｐ
Ｅ
Ｍ
が
持
続
し
、
２
０
２
１
年
７
月
復
職
後

は
更
に
悪
化
し
、
２
０
２
１
年
８
月
当
院
受
診
と
な
っ
た
。
今
は
休
む
べ

き
時
期
と
判
断
し
、
再
度
休
職
し
、
２
０
２
１
年
10
月
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
い
症
状
改
善
し
た
。
２
０
２
１
年
12
月
よ
り
復
職
し
、
徐
々
に
仕
事
量

を
増
や
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

【
考
察
５
・
６
】

K
e
y W

o
rd

：
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性
疲
労
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
、

ペ
ー
シ
ン
グ

　

症
例
５
は
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
中
で
も
最
も
重
症
の
病
態
で
あ
る
Ｍ
Ｅ

／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
の
症
例
。
コ
ロ
ナ
後
遺
症
外
来
の
最
大
の
目
標
が
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ

Ｓ
へ
の
移
行
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は
確
立
し
て
い
な
い
。

症
例
６
で
は
積
極
的
な
ペ
ー
シ
ン
グ
を
指
導
し
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
当
院
外
来
で
も
罹
患
後
６
か
月
ま
で
は
完
全
に
休
息
し
、

12
か
月
ま
で
の
間
に
徐
々
に
活
動
量
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
指
導
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
関
し
て
、
前
半
で
は
そ
の
定
義
・
疫
学
・
課

題
な
ど
の
概
論
を
ま
と
め
、
後
半
で
は
当
院
で
の
後
遺
症
専
門
外
来
で
の

経
験
か
ら
得
ら
れ
た
診
療
手
順
や
特
徴
的
か
つ
重
要
な
病
態
に
関
し
て
症
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例
を
通
じ
て
考
察
し
た
。
当
院
で
の
現
時
点
で
の
コ
ロ
ナ
後
遺
症
外
来
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
図
５
に
描
い
た
。
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
病
態
は
十
分
に
解
明

さ
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
の
診
療
指
針
も
確
立
さ
れ
て
は
な
い
。
本

稿
は
あ
く
ま
で
執
筆
時
で
あ
る
２
０
２
２
年
１
月
時
点
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス

で
あ
り
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
で
あ
る
た
め
、
日
進
月
歩
の
こ
の
分
野
に
お

い
て
は
時
間
経
過
と
と
も
に
不
適
切
な
記
載
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
我
々
医
療
従
事
者
は
、
現
時
点
で
の
コ
ロ
ナ
後
遺
症
患
者
に
最
良

と
考
え
ら
れ
る
医
療
を
、
患
者
に
十
分
な
理
解
と
同
意
を
得
て
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。
本
特
集
が
少
し
で
も
大
阪
市
北
区
の
医
療
従
事
者
の
先
生

方
の
実
地
臨
床
で
役
立
つ
情
報
と
な
り
、
ま
た
今
後
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
病

態
解
明
・
診
療
指
針
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
本
特
集
の
結

び
の
言
葉
と
し
た
い
。
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COVID-19後遺症外来のポイント

12か月 24か月

1. 他の感染症と比較しても長期間の弊害
2. 他疾患由来の除外
3. 悪化因子・合併症の治療

 精神疾患（うつ状態・PTSDなど）
 睡眠（呼吸）障害（不眠・SASなど）
 自己免疫疾患の悪化・合併

4. 症状緩和の必要性
 補充療法（亜鉛・ビタミンなど）
 漢方治療
 ワクチンの適正使用

5. ME/CFSへの移行を予防
6. 社会・福祉的保障

図５． コロナ後遺症外来のイメージ
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